
 

 

(様式４) 

令和８年２月 27日 

 

令和７年度 第３回 大阪市立瓜破東小学校 学校協議会 実施報告書 

    
校園名  大阪市立瓜破東小学校 

                             校園長名   新井 寿栄     

 

日 時 令和８年２月 26日（木） 

場 所 ミーティングルーム（東校舎１階） 

出 

席 

者 

委員 

など 

石山 久美子（会長）  幸 達也（委員） 松田 恵美子（委員） 

花谷 昌子（委員）  中川 俊雄（委員） 岸本 豊和（委員） 

武井 和哉（委員）   

校園 新井 寿栄（校長）  名和 大樹（教頭） 

区役所 ０名 

議題 

１ 令和７年度「運営に関する計画」最終評価 について 

２ 令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果について 

３ 令和７年度「大阪市小学校学力経年調査」の結果について 

４ その他（令和８年度 学校協議会委員のお願いについて） 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

 

「運営に関する計画」最終評価

について、承認された。 

 

 

 

 

 

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」の結果について 

 

 

 

「大阪市小学校学力経年調査」

の結果について 

 

その他 

 

 

 

 

○ ２年目の特別活動研究推進により、主体

的に活動（活躍）する児童の姿が増えた。

学校行事など概ね目標通り進んだ。学校や

仲間を思う割合が高いことがよい。遅刻な

どの生活習慣の乱れ、体力向上、ICT 化の

対応等、児童への継続した支援が必要であ

る。チーム教職員にこれらを懇願する。  

○ コロナ禍後の体力低下の回復の兆しが

見られる。学力向上も兼ね、体幹を鍛える

等を通年での取組を継続して欲しい。運動

（体を動かすこと）をもっと好きになるよ

う、地域の遊び場が少ないので、校庭の遊

具の増設や場づくりの工夫が必要である。 

○ チーム学校として、課題の１つである基

礎学力の定着を次年度に復習やデジタル

ドリル等を効果的使用し、全学年、全教科

の正答率を平均正答率にまでして欲しい。 

○ 数値では未達成な箇所もあるが、全体的

に頑張りを感じる。児童を見ていて分か

る。児童への支援・助言を今後も大切にし、  

保護者・地域への周知・理解を促し、働き

方改革を推進していただきたい。 

協議 

資料 

・令和７年度「運営に関する計画」最終評価  

・令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果 

・令和７年度「大阪市小学校学力経年調査」の結果 

備考 
 

 


